
市 議 会 だ よ り （6）第２２８号 2017年（平成29年）８月12日

久
保
川
隆
志
議
員
（
公
明
党
）

　

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
高

齢
者
が
ペ
ッ
ト
を
飼
う
機
会
が

増
え
て
い
る
が
、
体
力
が
落
ち

て
飼
育
が
困
難
に
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
ペ
ッ
ト
を
飼
う

高
齢
者
に
対
す
る
啓
発
等
の
対

応
を
問
う
。
ま
た
、
飼
い
主
を

失
っ
た
ペ
ッ
ト
に
関
し
て
、
譲

渡
会
等
の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

答　
ペ
ッ
ト
を
飼
う
高
齢
者
に

関
係
団
体
の
意
見
も
聴
き
つ
つ
進
め
た
い

ペットと高齢者

つ
い
て
は
、
特
に
災
害
時
の
対

応
が
必
要
と
聞
く
。
市
は
災
害

時
も
想
定
し
た
ペ
ッ
ト
の
適
正

対
策
に
つ
き
市
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
等
で
啓
発
を
し
て
い
る
が
、

今
後
も
関
係
団
体
の
意
見
を
聴

き
つ
つ
対
応
を
進
め
た
い
。
ま

た
、
譲
渡
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
主
催
で
開
か
れ
て
き
て

お
り
、
平
成
29
年
度
も
全
７
回

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

飼
育
困
難
に
な
る
懸
念 

啓
発
等
の
対
応
は

湯
浅
止
子
議
員
（
無
所
属
の
会
）

　

文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、

精
神
疾
患
に
よ
る
教
員
の
病
休

者
は
年
間
５
０
０
０
人
以
上
、

過
去
10
年
間
で
２
倍
に
増
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
教
職

員
の
多
忙
化
解
消
に
つ
い
て
市

の
取
り
組
み
の
現
状
を
問
う
。

答　
本
市
で
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
毎
週
水
曜
日
を
「
ノ
ー
残

業
デ
ー
」、
月
曜
日
の
朝
と
水
曜

ノ
ー
残
業
デ
ー
・
部
活
タ
イ
ム
を
実
施

教職員の多忙化解消

日
の
放
課
後
を
「
ノ
ー
部
活
タ

イ
ム
」
と
定
め
、
市
内
全
校
で

統
一
的
に
実
施
し
て
い
る
。
水

曜
日
は
、
遅
く
と
も
18
時
に
は

ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
職
員
が
退

勤
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
部
活
動
に
つ
い
て
も
、
管

理
職
が
積
極
的
に
声
を
か
け
て

お
り
、「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」、「
ノ
ー

部
活
タ
イ
ム
」
が
概
ね
守
ら
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

市
の
取
り
組
み
の
現
状
は

越
川
雅
史
議
員
（
無
所
属
の
会
）

　

平
成
29
年
６
月
３
日
に
市
役

所
建
て
替
え
イ
ベ
ン
ト
「
消
防

フ
ェ
ス
タ
と
み
ん
な
の
お
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
た
。
庁
舎
内
の
壁

に
自
由
に
絵
を
描
け
る
「
お
え

か
き
広
場
」
等
、
大
好
評
を
博

し
た
企
画
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

本
イ
ベ
ン
ト
の
意
義
と
効
果
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
を
問
う
。

答　
本
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
一

実
施
の
意
義
と
効
果
は

新
庁
舎
へ
の
期
待
に
つ
な
が
っ
た

市役所建て替えイベント

時
的
に
生
ま
れ
る
ス
ペ
ー
ス

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
あ

り
、
当
日
の
盛
況
ぶ
り
を
考
え

る
と
目
的
は
十
分
達
成
で
き
た

と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
普
段

は
開
放
さ
れ
て
い
な
い
場
所
が

開
放
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
市
役

所
の
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
払
拭
で

き
、
親
し
ま
れ
る
新
庁
舎
建
設

へ
と
期
待
が
つ
な
が
る
イ
ベ
ン

ト
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

中
村
よ
し
お
議
員
（
公
明
党
）

　

生
活
保
護
法
上
の
要
保
護
者

に
は
、
国
・
県
か
ら
必
要
な
学

用
品
費
等
の
援
助
が
な
さ
れ
る

が
、
要
保
護
者
に
準
ず
る
程
度

に
困
窮
し
て
い
る
準
要
保
護
者

は
対
象
と
さ
れ
な
い
。
こ
の
就

学
援
助
に
つ
き
、
国
は
入
学
前

支
給
や
増
額
等
適
切
な
時
期
に

必
要
な
支
給
が
で
き
る
よ
う
要

綱
を
改
正
し
た
。
準
要
保
護
者

準
要
保
護
者
へ
の
支
給 

市
の
考
え
は

事
務
処
理
や
財
源
に
課
題
が
あ
る

就学援助

に
も
同
様
に
支
給
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
準
要
保
護
者
へ
の
入
学
前

支
給
や
増
額
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
へ
の
周
知
、
転
入
転
出
者

へ
の
受
給
や
返
還
方
法
等
の
事

務
処
理
の
他
、
準
要
保
護
者
に

つ
い
て
は
国
・
県
か
ら
の
援
助

が
な
く
財
源
的
な
課
題
も
あ
る
。

今
後
、
情
報
収
集
や
検
討
を
重

ね
て
解
決
策
を
見
出
し
た
い
。

浅
野
さ
ち
議
員
（
公
明
党
）

　

災
害
時
は
衛
生
的
な
ト
イ
レ

の
確
保
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

市
は
簡
易
ト
イ
レ
等
を
備
蓄
し

て
い
る
が
、
女
性
や
高
齢
者

等
へ
の
配
慮
は
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
下
水
道
管か

ん
き
ょ渠

に
直
結
し
、

排
泄
物
を
貯
留
せ
ず
に
流
せ
る

「
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
」
整
備
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答　
災
害
時
の
ト
イ
レ
に
つ
い

ト
イ
レ
利
用
者
へ
の
配
慮
は

検
証
を
踏
ま
え
対
策
を
講
じ
て
い
く

災害時のトイレ対策

て
は
、
多
様
な
方
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
、
量
だ
け
で

な
く
質
的
な
配
慮
も
大
切
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
車
い
す
で
も
利

用
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
確
保
等
の
視
点
で
検

証
し
て
い
く
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
に
関
し
て
は
、
管
渠
の
耐

震
化
が
最
優
先
と
な
る
が
、
設

置
可
能
な
箇
所
か
ら
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

防 災
廣
田
德
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

保
育
園
の
入
園
者
数
に
つ
い

て
、
私
立
園
は
軒
並
み
定
員
い
っ

ぱ
い
で
あ
る
の
に
対
し
、
公
立

園
は
22
園
中
３
園
し
か
定
員
に

達
し
て
い
な
い
。
待
機
児
童
の

解
消
に
向
け
て
市
が
積
極
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
公
立

園
の
増
改
築
等
に
よ
り
定
員
を

増
や
す
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

答　
公
立
園
で
定
員
拡
大
を
行

待
機
児
童
多
い
園
で
状
況
確
認
し
て
い
る

公立保育園

う
に
は
、
増
築
や
建
て
替
え
等

延
床
面
積
の
拡
張
を
行
う
必
要

が
あ
る
が
、
仮
設
園
舎
の
確
保

や
工
事
の
進
め
方
等
様
々
な
検

討
が
必
要
と
な
る
。
実
施
が
難

し
い
状
況
だ
が
、
待
機
児
童
対

策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
、
特
に
待
機
児
童

が
多
い
総
武
線
あ
る
い
は
東
西

線
沿
線
に
あ
る
公
立
園
を
対
象

に
、
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

増
改
築
等
で
定
員
拡
大
す
る
考
え
は

こ ど も

鈴
木
雅
斗
議
員
（
創
生
市
川
第
２
）

　

市
役
所
の
窓
口
に
お
け
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
は
、
待

ち
時
間
の
短
縮
も
含
ま
れ
る
と

考
え
る
。
受
付
人
数
や
分
野
ご

と
の
対
応
時
間
を
精
査
す
る
こ

と
で
待
ち
時
間
の
予
測
の
精
度

も
向
上
す
る
と
思
う
が
、
窓
口

業
務
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い

て
、
今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答　
平
成
29
年
３
月
15
日
か
ら

４
月
末
ま
で
の
間
、
過
去
３
年

間
の
来
庁
者
数
を
基
に
、
市
公

式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
市
民
課
窓

口
の
混
雑
予
想
カ
レ
ン
ダ
ー
を

掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
市
民
の
待

ち
時
間
の
減
に
加
え
、
職
員
の

時
間
外
労
働
の
削
減
に
も
効
果

が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
窓
口
で

の
処
理
時
間
の
調
査
に
基
づ
き

予
想
待
ち
時
間
の
試
行
的
な
掲

出
等
の
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

桜
井
雅
人
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

近
年
の
温
暖
化
の
影
響
に
よ

る
猛
暑
の
た
め
、
特
別
教
室
も

含
め
た
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
は
急
務
で
あ
る
。
普
通
教
室

に
つ
い
て
は
全
教
室
に
設
置
済

み
だ
が
、
特
別
教
室
へ
の
設
置

は
進
ん
で
い
な
い
。
中
で
も
火

を
使
う
理
科
室
等
へ
の
エ
ア
コ

ン
の
設
置
要
望
が
強
く
あ
る
が
、

市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
建
て
替

え
や
大
規
模
改
修
等
の
際
に
設

置
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

特
に
理
科
室
は
、
実
験
で
火
を

使
う
こ
と
や
暗
幕
を
引
く
こ
と

が
あ
り
、
窓
を
閉
め
切
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
た
め
、
平
成
29
年
度

に
理
科
研
修
セ
ン
タ
ー
校
で
あ

る
中
山
小
及
び
四
中
に
エ
ア
コ

ン
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

市役所の窓口業務 特別教室のエアコン設置
サービス向上への今後の取り組みは 火を使う理科室への設置 市の考えは
予想待ち時間の掲出等工夫していく 29 年度 研修センター校２校に設置

行 政 教 育

審
議
会
等
の
委
員
一
覧

（
平
成
29
年
７
月
25
日
現
在
）

総合計画審議会委員
　金子　貞作　長友　正徳　石原みさ子　かつまた竜大　松永　鉄兵　中山　幸紀

交通対策審議会委員
　増田　好秀　鈴木　雅斗　ほそだ伸一　大場　　諭　小泉　文人　青山　博一

環境審議会委員
　髙坂　　進　石原よしのり　久保川隆志　秋本のり子　稲葉　健二　青山　博一

勤労福祉センター運営委員会委員
　ほそだ伸一　湯浅　止子

都市計画審議会委員
　西牟田　勲　片岡きょうこ　宮本　　均　田中幸太郎　桜井　雅人

市営住宅審議会委員
　鈴木　雅斗　清水みな子

消防委員会委員
　佐藤　義一　越川　雅史　松葉　雅浩　加藤　武央　かいづ　勉

市立小・中及び義務教育学校通学区域審議会委員
　西村　　敦　桜井　雅人

大町レクリエーションゾーン協議会委員
　石原みさ子　加藤　武央

地方卸売市場運営審議会委員
　浅野　さち　佐藤ゆきのり　松永　修巳

土地開発公社理事
　稲葉　健二　松井　　努　かいづ　勉

国民健康保険運営協議会委員
　西牟田　勲　廣田　德子　荒木　詩郎

建築審査会委員
　岩井　清郎

幼児教育振興審議会委員
　中村よしお

廃棄物減量等推進審議会委員
　久保川隆志　金子　　正

下水道事業審議会委員
　増田　好秀　宮本　　均　竹内　清海


